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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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音と映像が交差する「空間と時間の彫刻」
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パフォーミングアーツの歴史と魅力を再発見する

中原中也記念館
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◎アーティストボイス 蜂飼 耳 （詩人・小説家）
◎お先に試写しました 「ファンタスティック Mr. FOX」
◎いらっしゃいませ （有）好花園
◎GOOD GOODS YCAMオリジナルポストカード  ダンス作品3種類

◎My Favorite  三輪裕將 （山口市民会館 副館長）
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【佐藤 剛】　1952年岩手県生まれ。幼稚園から高校まで仙台で育つ。74年に明治大学文学部演劇科卒業後、週刊ミュージック・ラボの営業・編集・ライターを
経て、77年からマネージメント及びプロデュースに携わる。プロデューサーとしてこれまでにTHE BOOM、ヒートウェイヴ、中村一義、SUPER BUTTER DOG
など多くのアーティストを手がけている。現在は由紀さおり、ソノダバンドをプロデュースしている。

わかる！
キーワード

◎言葉が醸し出す不思議な舞台でした。 （チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）
◎パズルを完成させた時のような気持ちよさ! すごいです。 （30代女性　小林賢太郎「THE SPOT」より）

◎故郷を離れて暮らしている者にとって大変共感できる部分があり、中原中也を近くに感じられた。 （30代男性　「これが私の故里だ」より）

◎映像を作られる皆さんの情熱とてもすばらしかったです。 （40代男性　「自分たちのメディアを創る映像祭」より）
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もご一緒できるかなと思っていた矢先に
ふっといなくなってしまった、そんな喪失
感がありました。
そんなとき、僕がプロデュースした中島み
ゆきのカバーアルバムの内容をもとにし
たコンサートが2007年3月31日に大阪
であり、浜田真理子さんと小泉今日子さ
んも参加されていて、その打ち上げの席
で浜田さん、小泉さん、僕の3人で久世さ
んの話題になったんです。久世さんが亡
くなったことに、まだみんなある意味、茫
然としていて。小泉さんも久世さんの教
え子として、久世さんのために何かできる
ことを考えたいと言われていた。じゃあ、3
人ができることを何かしようと。しかも演
出家や小説家としての久世さんについて
は、それぞれの専門の方がなさるだろう
から、この3人だったら歌が大好きだった
久世さんのことを伝えられるといいなと。
きっかけはそこでした。

その場は話だけで終わりましたが、別の
企画で世田谷文学館の方とお話をする
機会があったので、「久世さんの文学展
は考えられないですか?」と訊いてみたん
です。テレビって乱暴な世界で作品がど
んどん消えていく。演出家やプロデュー
サーの仕事はなかなか形として残りにく
いものだったし、久世さんはエッセイや小
説も書かれている。久世さんの全作品を
きちんと世の中に知らしめる展覧会をや
れないかと。でもすぐには難しいので、久
世さんの文章の朗読と音楽を組み合わせ
た企画を毎年1回ずつ続けていけば、だ
んだん準備ができて展覧会もやりやすく
なるだろうということで、“世田谷パブリッ
クシアター”で開催したのが第1回目の
「マイ・ラスト・ソング」です。

なぜ浜田さんがピアノ弾き語りで、小泉

さんが朗読されるという組み合わせに

なったのでしょうか？

最初からこの2人の組み合わせしかない
と思っていました。久世さんのエッセイ『マ
イ・ラスト・ソング』には約120くらいの歌
がとりあげられていますが、童謡・軍歌・讃
美歌・歌謡曲・ポップス・演歌など非常に
多岐にわたっているんですね。外国の
曲もあるし、それらを一人で歌いこ
なすのは普通ではちょっと考えら
れない。だけど、浜田真理子さん
ならそれができると直感したん
です。小泉さんも「浜田さんがい
れば全部歌えるね」と言われて
いた。つまりは浜田さんがいなけ
ればこの企画は誰も考えること
ができなかったんです。小泉さん
は小泉さんで「私は久世さんの文学
者としての一面を朗読で表現すること
ならできるよね」と言われていた。で、僕が
どのエッセイを読んでもらうか、また全体
をどうするかを考えれば…。もうこの段階
でライブ「マイ・ラスト・ソング」のスタイル
はできていたんですよ。

小泉さんは歌手ではなく、女優として出演

されている?

そうです。ご本人も女優になれたのは久
世さんのおかげだし、久世さんに育てら
れたとはっきりおっしゃっていたので、だ

からあくまで女優としての小泉さんで、こ
こでは歌手ではないです。

歌について一貫して 
きちんとある種の 
メッセージを含めて 
書き続けた作家はいない

2008年の1回目からこれまでに世田谷パ

ブリックシアターで3回開催されていま

すが、今後は全国各地でやっていこうと?

面白い表現だし、他にはない唯一無二の
公演で、第1回目を終えたときすでに、こ
れはすごいなと思いました。世田谷文学

そもそも、この

企画はどのよ

うにして生ま

れたのでしょ

うか？

久世光彦さんは
テレビの演出家で
はあるけれども、テ

レビだけではなくて、舞
台や映画の演出もされて

いる。一方でエッセイストから小
説家になって、それぞれできちんと道を
極めていった人。僕が子どもの頃テレビ
で観たドラマ「七人の孫」も久世さんの演
出だとは知らず観ていたし、きっとある程
度の年齢から上の人にとっては久世さん
の作品が原風景だという人もいるはず。
久世さんはある意味どこかで憧れていた
人だったから、自分が音楽の世界でキャ
リアを積み重ねていくうちに久世さんと
の距離が近づいていき、そろそろお仕事
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「マイ・ラスト・ソング」によせて
人生の最期に聴きたい1曲は何ですか。そんなテーマで書

かれたすばらしいエッセイ集があります。故・久世光彦さんの

「マイ・ラスト・ソング」のシリーズです。そのエッセイを元に

朗読と歌のイベントを、小泉今日子さんと2008年から開催

しています。当初は一度限りの企画であったはずが、嬉しいことに少しずつ広がって、この夏、山口の皆さ

まにも観ていただけることになりました。

さて、冒頭の問いかけに即答できる人もあればそうでない人もいるでしょう。かく言うわたしは初演以来ずっと

自分のラストソングを考えているのですが、未だに答えは見つかりません。自分の人生の終わりはどんな状

況なのだろう。いつ、どこで死を迎えるのだろう。誰かに看取られるのか、それともひとりぼっちなのか。死の

間際に自分は何を思い出すのだろう。そのとき聴きたい曲は何だろう。思いは過去や未来へ、時間も場所も

たやすく飛び越えて、風に飛ばされる風船のようにふわふわとこころの歴史を漂います。

終わりの時を考えることは、生きることそのものを考えることなのだと思います。

このイベントにお出掛けいただき、みなさまにもしばし思いの風船を飛ばせていただければと思います。

浜田真理子　Hamada Mariko　
1964年、島根県生まれ。学生時代よりピアノ弾語りの仕事を始める。98年、1stアルバム「mariko」をリリース。わずか500枚のプレスがマス
コミや音楽ファンの間で噂となり伝説化する。2002年「あなたへ」、06年「夜も昼も」、09年「うたかた」をリリース。04年、ドキュメンタリー
番組「情熱大陸」（TBS系）に出演し、反響を呼ぶ。08年、山口情報芸術センター（YCAM）での「大友良英/ENSEMBLES」展ライブ「songs」に、
大友良英、カヒミ・カリィらと共に参加。翌年、同じくYCAMでのワンマンライブが好評を博す。また、最近はAC「国境なき医師団」のCMソ
ングやNHKドラマスペシャル「白洲次郎」での起用など、話題を呼んでいる。現在も島根県に住み、音楽活動を続けている。
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ね。好戦歌ととらえられている方もいらっ
しゃるかもしれませんが、実際は魂を鎮
めるための鎮魂歌ですし、あんなに美し
いメロディで、言葉もすばらしい歌。久世
さんのことを歌で伝えるのであればそこ
ははずせないですね。

最後に、佐藤さんにとっての“マイ・ラス

ト・ソング”とは？

もうしばらく歌づくりに携わっていくと思
うので、僕にとっての“マイ・ラスト・ソン
グ”はこれから作る歌の中にあったら嬉
しいなと思っています。

ありがとうございました。さて、あなたに

とっての“マイ・ラスト・ソング”は?

P R E S E N T
本特集でご紹介した
「マイ・ラスト・ソング」のライブチケットや、
関連書籍・CDなどを
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は、鑑賞希望日、住所・氏名・
年齢・電話番号・e-mail等の連絡先、今号の「any」
の感想をご記入の上、7月20日（水）までにハガキ（当
日消印有効）・FAX・e-mailでご応募ください。

●A  「マイ・ラスト・ソング」ライブチケット 
 （8/6、7　各日ペア2組）

●B  久世光彦著
　『ベスト・オブ・マイ・ラスト・ソング』（1名）

  末期の刻に1曲だけ聴くこと
ができたら、どんな歌を選ぶ
かー。故・久世光彦が14年
間にわたって雑誌「諸君 !」
に連載した123篇のエッセイ
から52篇を選んだ決定版。
2009年、文春文庫刊。

●C  川本三郎・齋藤愼爾 責任編集
　『久世光彦の世界─昭和の幻景』（1名）

  TBSのドラマ黄金期を演出
し、独自の美学を貫き文壇で
も活躍した久世光彦の追悼
本。単行本未収録の対談・
エッセイ、秀逸な久世光彦
論、秘蔵写真でその魅力に
迫った1冊。2007年、柏書
房刊。

●D  CD「元気ですか／
 カバーバージョン集」（1名）

  中島みゆきのかけがえのない
「うた」を集め、個性溢れる
アーティスト達がカバーしたコ
ンピレーション・アルバム。浜
田真理子、小泉今日子に加
え、徳永英明、槇原敬之、坂
本冬美など豪華アーティス
トが参加。2006年、ヤマハ
ミュージックコミュニケーショ
ンズより発売。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.77 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◎音楽との組み合わせ方も印象的で、頭のストレッチのような公演でした。 （30代女性　小林賢太郎「THE SPOT」より）

◎中也少年が横からちょっと顔を出し、とても微笑ましくすばらしい演出でした。 （70代女性　「これが私の故里だ」より）

◎コンセプト決定から作業風景までの、アートが“できる過程”をもっと見せていってもいいと思います。 （20代女性　「particles」展より）

◎途中退場する予定だったけど、おもしろいので全部観てしまいました。 （50代男性　「自分たちのメディアを創る映像祭」より）

館での久世さんの展覧会もすぐに翌年の
秋に本決まりになりました。じゃあ展覧会
の会期中に「マイ・ラスト・ソング」のライ
ブをやろうということに。でもその時は浜
田さんと小泉さんのスケジュールが合わ
なくて、結局浜田さんが1人で弾き語
りで出演されたんです。それはそ
れで展覧会の中の企画としては
よかったんですが、やはり2人
がそろって久世さんの世界
を表現するということがベ
ストだと思っていましたの
で、最初の目標だった展覧
会が達成できたからといっ
てこれでやめるのではなく

て、お互いのスケジュールが
合うところでコツコツやってい

きましょうねと。久世さんのこと
を広く知ってもらい、またこれからの

人たちにもこういう方がいたことを伝え
ていきたいから。久世さんがお書きになっ
た『マイ・ラスト・ソング』を読むと、あん
な風に歌について一貫してきちんとある
種のメッセージを含めて書き続けた作家
はいないと思います。そういうテキストが
あって、それを的確に表現のできる、久世
さんとも縁のあった小泉さんという素晴
らしい役者さんがいて、またそれらの音
楽をほとんど自然に網羅できていた浜田
真理子さんがいるという、この2人でなけ
れば成り立たない、奇跡的なライブなの
で、基本的にはあまり無理はせず、全国
でもやっていけたらいいと思っています。

縁や絆がつながって 
続いていく 

「マイ・ラスト・ソング」

山口では、2008年に展覧会の関連ライブ

で浜田真理子さんが出演され、それをきっ

かけに、翌年浜田さんのワンマンライブが

実現、さらに今回へとつながっています。

山口での開催についてはどう感じていらっ

しゃいますか?

全国で小さな規模でも、毎年1回でいい

から開催して、ちょっとずつ伝わっていけ
ばいいのかなという感じなので、ビジネス
ではなく、人と人とのつながりや縁があっ
て、いい時間の流れがあって形になりそ
うだなと思う時にやっていきたい。大切に
人に育ててもらいながらやっていくよう
なものなんじゃないかと思うので、そうい
う意味で今回山口が実現できるのは、ど
こかでいいなと思ってくださって僕たち
を呼んでいただける縁や絆のようなもの
を感じたこと、それを共有できる人たちと
開催できることはとても嬉しいです。

山口ではどのような内容になりますか?

まだ、具体的な内容は考えていませんが、
もしかしたら久世さんが戦時中に疎開し
ていた富山の話にふれたエピソードが入
るかもしれません。僕としては現在の状
況を考えると、戦災・復興についてふれた
ものが1つくらい入ってもいいかなと思っ
ています。だから今までとは一味ちがっ
たものになるのではないかと。

絶対にここだけはずせないシーンや歌は

ありますか?

いまのシリーズでいけば「海ゆかば」です

◎まるで蛍を見ているかのよう。引きこまれるような魅力があった。 （20代男性　「particles」展より）

◎写真と詩でいつもと趣が違い、楽しめた。 （20代女性　「宮嶋康彦―中原中也に訣別」より）

◎正直よく分からないと思っていたが、アフタートークでかなり輪郭がはっきりしてきた。 （30代女性　チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）

◎色々な視点や来ている他の人の意見も聞くことができ、見方が広がった。 （20代女性　｢映画を2回観る会vol.1｣より）

久世光彦×浜田真理子×小泉今日子
「マイ・ラスト・ソング」

2011年8月6日（土）　19:00開演
　　　　　 7日（日）　14:00開演

会場：山口情報芸術センター　スタジオA

［チケット情報］発売中
［料金］全席指定 ※未就学児入場不可
前売 一般 4,300円　特別割引 4,000円
 any会員 3,700円
当日 4,600円
［構成・演出］佐藤 剛（ファイブディー・ラボ）
［出演］浜田真理子（歌・ピアノ）、小泉今日子（朗読）

 （各日30分前開場）
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前略　久世光彦さま

あなたが急に逝ってしまってから、もう5年の月日が過ぎました。あなたが大好きだった、唄について綴ったエッ

セイ「マイ・ラスト・ソング」を、浜田真理子さんの素敵な歌声と私の朗読で聞いて頂くという会をここ数年続

けています。そちらにも聞こえていますか？「浜田真理子の唄っていうのはなんともいいもんだねぇ」なんて感

心していらっしゃるのではないかしら。それから、「小泉今日子は相変わらず朗読が下手だなぁ」と呆れていらっ

しゃるかもしれませんね。ナレーションが上手に出来なかった私に、毎日声を出して新聞を読め、と教えてくれ

たのは私が17才の時でした。私にとって恩師と言える唯一の存在。演技を通してたくさんのことを学びまし

た。昭和の歌謡曲が好きなのも、純文学が好きなのも、センチメンタルが好きなのも、ユーモアが好きなの

も、全てあなたの影響のような気がします。出会う以前からあなたのドラマが大好きだった私ですしね。真理

子さんも私と同世代。もちろん久世ドラマを見て育ったと言っていました。

そんな私達の「マイ・ラスト・ソング」は少しずつ成長しています。今度は山口県に行きますよ。そちらで再会

したであろう、森繁さんや美空さんと一緒にふらっと遊びに来てください。いやいや、森繁さんや美空さんの

前では恐れ多くて緊張してしまうから、やっぱり一人でお越し頂けると幸いです。

では、夏に山口で。

早々

小泉今日子

小泉今日子　Koizumi Kyoko　
1966年、神奈川県生まれ。16歳でアイドル歌手としてデビュー。その後、抜群のキャラクターと卓越したセンスで枠にとらわれない活躍をみ
せ、テレビドラマや舞台、映画などでも圧倒的な魅力を放つ。気鋭の監督やクリエイターに出演を熱望されることも多く、時代を反映する話
題の作品や数々の傑作に参加し、時代をリードするアーティストとして活躍中。また、エッセイや書評など様々な表現分野でも、その生き方
を含め幅広い世代から支持されている。久世光彦演出の出演ドラマとしては、83～2003年にかけて「あとは寝るだけ」「明日はアタシの風が
吹く」など。「センセイの鞄」（文化庁芸術祭優秀賞）において、2003年度文化庁芸術選奨・新人賞を受賞する。

久世光彦　Kuze Teruhiko

1935年 東京都生まれ、富山県富山市で育つ。
1960年 東京大学文学部美術史学科卒業後、ラジオ東京（現・TBS）に入社。
1962年  27歳のとき、「パパだまってて」（TBS）で演出家デビュー。以後、演出家・プロデューサーと

してテレビ史に残る数多くのテレビドラマを手がける。「時間ですよ」（1970）、「寺内貫太郎
一家」（1974）、「悪魔のようなあいつ」（1975）、「ムー一族」（1977）など。

1979年  44歳のとき、TBSを退社。独立して、株式会社カノックスを設立。以後、テレビドラマのみな
らず映画監督・舞台の脚本・演出など幅広い活動をみせる。

1985～2001年  毎年向田邦子原作によるドラマシリーズを手掛け、多くの名作を残す。「わが母の教えたま
いし」（1989）、「思い出トランプ」（1990）、「終わりのない童話」（1998）、「あ・うん」（2000）
など。「女正月」（1991）で芸術選奨文部大臣賞を受賞。

1991年～  エッセイ、小説の執筆活動も精力的に行う。エッセイ「マイ・ラスト・ソング」シリーズが1995

～2006年にかけて文藝春秋から刊行。受賞作としては、『蝶とヒットラー』（1993）で第3

回Bunkamuraドゥマゴ文学賞、『一九三四年冬―乱歩』（1994）で第7回山本周五郎賞、
『蕭々館日録』（2001）で第29回泉鏡花文学賞など。

1998年 市川睦月名義で作詞した香西かおり「無言坂」が第35回レコード大賞を受賞。
2003年  小泉今日子・柄本明出演のドラマ「センセイの鞄」（川上弘美原作）が、文化庁芸術祭優秀

賞作品などを受賞。
2006年 虚血性心不全のため都内の自宅で死去。
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◎わずか30年しか生きなかった彼の読んだ多くの本にびっくりしました。 （80代女性　「中也が読んだ本」より）

◎後半の無言のシーンは身体が非常に空間と感応していたように感じました。 （20代男性　チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）

◎昨年の広島公演を見ましたが、やはり小林賢太郎さんの舞台は進化していってますね!!  （20代男性　小林賢太郎「THE SPOT」より）

◎立て続けに2回観ることがなかったのですが、1度目との違いがおもしろかったです。 （50代女性　｢映画を2回観る会vol.1｣より）



第5回中原中也賞を受賞され、その後様々なシーンで活躍中の蜂飼耳さん。10年の歳月を経て、今
度は中原中也賞の受賞作品を選定されるお立場に。その着任のご挨拶にこの度再び訪れた山口で、
蜂飼さんが目にされたものは?

蜂飼 耳 （詩人・小説家）

第5回中原中也賞贈呈式
2000年4月29日
会場：ホテルニュータナカ

応募詩集と推薦詩集の合
計252冊の詩集の中から、
2000年第5回中原中也
賞に選ばれた蜂飼耳（当
時25歳）。受賞作となる
詩集『いまにもうるおって

いく陣地』は、「原始的な生命感にあふれ、豊かなリズ
ム感に富み、生理感覚を超えた身体的な動きののび
やかさがあり、現代詩の時流から離れた場所で、きわ
めて個性的な世界を切り拓いている」と、選考委員か
ら高く評価され、独自の世界を構築した詩人として、
その才能と将来に期待が寄せられた。その後、詩の世
界でその才能を如何なく発揮。また、エッセイスト、小
説家としても幅広く活躍している。

12 13

蜂飼 耳　HACHIKAI　Mimi

1974年神奈川県生まれ。詩人。詩集に『いまにもうるおってい
く陣地』（第5回中原中也賞受賞）『食うものは食われる夜』（第
56回芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞）など。小説に『紅水
晶』『転身』、エッセイ集に『孔雀の羽の目がみてる』『秘密のお
こない』など、童話に『のろのろひつじとせかせかひつじ』など。
来年の第17回中原中也賞から選考委員をつとめる予定。

共催で、テーマは「室生犀星と中原中也」。金

沢は、犀星が生まれ育ち、中也が幼稚園時代

を過ごしたゆかりの地です。犀星は中也より18

歳年長で、直接の交流はありませんでした。しか

し、2人が残した詩は、近代詩の歴史の中でと

もに重要な位置を占めています。当日は一般参

加を含む約120名の文学ファンが集まり、講演

とシンポジウムを通じて両詩人の詩の深いつな

がりが追求されました。また、翌日行われた文学

散歩では、雨上がりの金沢の街を散策しながら

2人の詩の源泉となった場所を体感しました。

◎初めて見る演劇がチェルフィッチュでよかった。 （20代女性　チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）

◎演劇を観ているという角ばった感覚がいつの間にか無くなった気がした。 （20代女性　チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）

◎テレビでは味わえない効果や手法で、とても新鮮に感じました。 （40代男性　小林賢太郎「THE SPOT」より）

◎中也の故郷に対する思いが故郷の人間のフィルターを通して再現され、おもしろかった。 （40代女性　「これが私の故里だ」より）

ゴダール初心者から映画通まで 
納得の特集上映

映画愛好家にとって垂涎の企画がここに。ゴ

ダールの初期の作品から最新作「ゴダール・ 

ソシアリスム」まで一挙11本を上映する「ゴ

ダール監督特集」を開催。ゴダールをこれま

でにも沢山観て来た方はもちろん、初めてゴ

ダールを体験する方にとっても貴重な特集と

なるのではないでしょうか。また、企画開催中

の7月3日には映画作品の理解をより深める

ためのトークイベントもあわせて行います。ゲス

トに、映画監督・小説家として幅広く活躍中

の青山真治さんが登場。ゴダールの映画を

観ることについて語っていただきます。
※ トークイベントは、入場無料。
　詳しくはチラシやweb等をご参照ください。

金沢の街に文学ファンが集結
中原中也の詩を愛する人 が々、それぞれの立場

を越えて広く交流するため、1996年に創設され

た中原中也の会。その活動の一つである研究

集会が、去る5月21日に金沢市内で行われま

した。第15回となる今回は室生犀星学会との

“文化の城”みんなの市民会館ができました。市報昭和46年8月15

日号の表紙の文字です。市民待望の会館も、40周年を迎えました。
憩いの場でもある中庭からは、市民憲章の石碑を背に、一本の楠の
大木が、大きく空に向って枝を伸ばしています。竣工当時、丸坊主だっ
た姿を想い出すと、改めて、これまでの会館の歴史を感じます。

三輪裕將 （山口市民会館 副館長）

リーンリーン
風鈴の涼やかな
音が響く夏

◎解説があったので、ただ観賞するよりも、おもしろさや発見が多かった。 （20代女性　「particles」展より）

◎中也の人となりを形成した本・共感した本を私も読んでみたいと思いました。 （30代女性　「中也が読んだ本」より）

◎なんの知識もなく見させていただきましたが、こんなに才能のある方とは…!  （20代女性　小林賢太郎「THE SPOT」より）

◎日常の延長線上のような感じが、まったりとして気に入りました。 （チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）

「ゴダール・ソシアリスム」

文学散歩（犀星ゆかりの雨宝院にて）

10年ぶりに山口を訪れて。

山口を花で彩ってきた生花店
6月に創業50周年を迎えた好花園。所狭しと並べ
られた切り花や、はみ出さんばかりの店頭の苗を観
てうっとり。とくに、苗は数も多く、遠目にも鮮やかな
色が目に飛び込んできます。どれにしようかと、苗の
値札を観て衝撃が !! 60円や70円、中には1ケー
ス500円も。1つどころか、いくつも買って帰りたくな
る安さです。この安さを目当てにガーデニングをされる
お客様がたくさん買いに来られるのだとか。お店には
次々常連さんやご近所の主婦の方が現れ、お花を
選びながら、社長さんや奥さんをはじめ店員の方と和
やかにお話をされて帰られます。迷った人への的確
なアドバイスや管理方法の説明もとても丁寧。そん
な光景から、半世紀もの間地元の方に愛され信頼さ
れてきた様子が伝わってきます。秋にはお花の種類
も充実。any会員の方は1割引でさらにお得です!

（有）好花園
山口市中市町 7-26　TEL.083-922-3416
営業時間： 9:00～19:00（日曜のみ～17:00）
年中無休（1／1～5のみ休み）

「ダージリン急行」（2007）などで、独自の世

界観を描いてきたウェス・アンダーソン。小学

生の時から、本作の原作であるロアルド・ダー

ル著『すばらしき父さん狐』が好きでいつか映

画化したいと思っていたとのこと。1秒間24

コマ撮りというパペット・アニメーションへのこ

だわりと愛情が全面に溢れた本作でぜひ楽

しい時間を! パペット・アニメーションを普段あ

まり見ないという方にもぜひご覧いただきたい

傑作だ。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

丘の上に立つ家を購入したい父さん狐（もと

泥棒 !）、父さんに認めてほしい息子、優しい

母、そして周囲の動物たち。そこに意地悪な

人間の農場主との対決も折り込まれてアク

ションが繰り広げられる。姿は動物だし、動物

の世界のことだけれども、まさに人間社会の

縮図のよう。彼らの掛け合いのおもしろさとそ

のビジュアルの魅力にあっという間に引き込ま

れてしまい実に楽しい気分に。

その道の一流スタッフと共に、声優として名

を連ねるのはジョージ・クルーニー、メリル・スト

リープなど豪華な俳優たち。なんと、実写映

画と同じスタイルでの撮影にこだわったそう

で、人形と同じ所作をしながら野外で録音し

たらしい。さすが、これまで「天才マックスの世

界」（1998）、「ザ・ロイヤル・テネンバウムズ」

（2001）、「ライフ・アクアティック」（2005）、

「ファンタスティック Mr. FOX」
（2009年／アメリカ・イギリス／87分／カラー）
［監督］ウェス・アンダーソン　［原作］ロアルド・ダール『すばらしき父さん狐』（評論社刊）
［声の出演］ジョージ・クルーニー、メリル・ストリープ、ジェイソン・シュワルツマン、ビル・マーレイ、ほか

2011年8月 19日（金）  13:30～／19:00～
  20日（土）  13:30～／15:30～
  21日（日）  13:30～／15:30～
会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,300円
　　　any会員・特別割引・25歳以下 800円

©2010 Fox and its related entities. All Rights Reserved.

©2010 Fox and its related entities. All Rights Reserved.

ジャン＝リュック・ゴダール監督特集
2011年7月1日（金）～10日（日）の金・土・日
16日（土）～18日（月・祝）
会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］ 一般 1,300円

 any会員・25歳以下・特別割引 800円 

 ※回数券（3回券）3,000円

「ファンタスティック Mr. FOX」作品紹介
狐のMr.Foxは農家からニワトリやアヒルを盗むのを日々の仕事と
していたが、泥棒から足を洗い、今は妻と息子の3人で穴暮らしを
していた。そんな穴ぐらの生活に飽きた彼は家を購入しようと思い
立つ。しかし、この家の付近には極悪な農場主が住んでいるため、
アナグマの弁護士バジャーに大反対される…。さて、Mr.Foxはど
うする?

4月の終わり

に、10年ぶり

に山口へ。来

年から中原中

也賞の選考

委員をつとめ

ることになっ

たので、今年

の贈呈式で

ご挨拶をさせ

ていただくために湯田温泉を訪れた。10年

前は自分が受賞者であったため、予定をこ

なすことに手いっぱいで、風景や町の様子

をゆっくり眺める余裕はなかった。でも今回

は、私の最初の詩集を中原中也賞というか

たちで応援してくれたこの町とのあいだに、

また新たに生まれた縁を、少しずつ深めた

いという思いで、滞在中あちらこちらに目を

とめながら歩いた。かつて小郡だった駅が

新山口になっていたり、公園に足湯ができ

ていたり、行かなかったけれど嘉村礒多の

生家が宿泊可能な形へ改装されていたり

する。この10年のさまざまな変化。ふぉー、

とSLのため息が聞こえる。消えていくその

音の向こうには、変わらない、ぽこんと丸み

をおびた山々。よろしくね。胸のなかで言葉

にしてみると、中也も見たはずの青空へ吸

いこまれた。

YCAMオリジナルポストカード
ダンス作品　3種類

あのベストシーンがポストカードに。
種類が豊富でお土産に最適のポストカードに、ダン
ス作品が登場。2008年度に制作・発表された珍
しいキノコ舞踊団×plaplax「The Rainy Table」
と、2010年度に制作・発表された白井剛×YCAM

ビデオダンス制作プロジェクト「Choreography 

filmed: 5 days of movement」、梅田宏明によ
る新作ダンス公演「Holistic Strata」の3作品か
ら選りすぐりのシーンを切り取ったポストカード。どれ
もメディアテクノロジーを駆使した身体表現の新た
な可能性に挑戦した意欲作です。新しい作品誕
生の息吹がこれらのポストカードからも伝わってくる
ようです。
価格： 各100円（税込）
※白井剛ビデオダンス　セット（2枚）150円
　梅田宏明「Holistic Strata」　セット（3枚）250円
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◎難しいけど居心地のよい演劇だと思いました。 （男性　チェルフィッチュ「ゾウガメのソニックライフ」より）
◎子供にも楽しめるところがよかったです。 （40代女性　「particles」展より）

◎噂に違わぬ上質な笑い。大変満足です。 （20代女性　小林賢太郎「THE SPOT」より）

◎彼がどれだけ故里を愛していたか、湯田の人が彼をどれだけ誇りに思っているか感激しました。 （80代女性　「これが私の故里だ」より）






